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賃
貸
借
契
約
の
保
証
人
が
個
人

で
あ
る
場
合
は
、「
極
度
額
（
保

証
人
の
責
任
限
度
額
）」
を
書
面

ま
た
は
電
磁
的
記
録
に
よ
り
合

意
し
な
い
限
り
は
無
効
と
な
り
ま

す
。

②
賃
借
人
か
ら
委
託
を
受
け
て

保
証
人
と
な
っ
た
者
か
ら
請
求

が
あ
れ
ば
、
賃
貸
人
は
、
保
証

人
に
対
し
、
賃
借
人
が
滞
納
し

て
い
る
か
否
か
、
滞
納
し
て
い

る
場
合
は
そ
の
金
額
等
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
義
務
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
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賃
借
人
は
、
客
観
的
に
修
繕
が

必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
賃
貸
人

に
修
繕
を
求
め
相
当
期
間
内
に
修

繕
が
な
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
急

迫
の
場
合
に
は
、
自
ら
賃
貸
目
的

物
を
修
繕
す
る
権
利
が
あ
る
旨
が

新
た
に
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
賃

借
人
が
修
繕
に
要
し
た
費
用
は
、

直
ち
に
賃
貸
人
に
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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改
正
民
法
は
、
賃
貸
目
的
物

（
ア
パ
ー
ト
等
）
の
一
部
が
賃
借

人
の
過
失
等
に
よ
る
こ
と
な
く

滅
失
し
た
場
合
に
は
、
賃
借
人
か

ら
の
賃
料
減
額

請
求
が
な
さ
れ
る

か
否
か
を
問
わ
ず
、

当
然
に
賃
料
が
減
額
さ
れ
、
そ

の
一
部
の
使
用
収
益
が
不
能
と

な
っ
た
場
合
も
賃
料
が
当
然
に

減
額
さ
れ
る
も
の
と
定
め
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
ア
パ
ー
ト
の

風
呂
が
壊
れ
て
入
浴
で
き
な
い
、

ト
イ
レ
が
壊
れ
て
使
用
で
き
な

い
な
ど
の
場
合
に
は
賃
料
は
当

然
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
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改
正
前
民
法
に
は
原
状
回
復

の
内
容
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
民

法
で
は
、
賃
借
人
は
通
常
損
耗

に
つ
い
て
は
原
状
回
復
義
務
を

負
わ
な
い
旨
が
明
文
化
さ
れ
ま
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し
た
。
し
た
が
っ
て
、
畳
表
の
張

替
え
や
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費

用
等
は
敷
金
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
認
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
規
定
は
絶

対
的
な
も
の
で
は
な
く
、

民
法
と
異
な
る
特
約
を
締

結
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
そ

の
場
合
は
、
最
高
裁
の
判
例
に

よ
り
、
賃
借
人
が
負
担
す
る
通

常
損
耗
の
範
囲
を
賃
貸
借
契
約

書
に
具
体
的
に
明
記
す
る
こ
と

が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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支部名 該当行政区 電話番号

中央ブロック

千代田中央支部 千代田区、中央区 03-3293-0878
台東区支部 台東区 03-3876-4400
文京区支部 文京区 03-3818-1521
港区支部 港区、島しょ 03-3593-2241

城東ブロック

江東区支部 江東区 03-3636-5893
江戸川区支部 江戸川区 03-3654-0411
墨田区支部 墨田区 03-3622-1221
葛飾区支部 葛飾区 03-3602-6646
足立区支部 足立区 03-3889-2297
荒川区支部 荒川区 03-5855-0091

城南ブロック

品川区支部 品川区 03-3782-0177
大田区支部 大田区 03-3732-3871
目黒区支部 目黒区 03-3719-9910
世田谷区支部 世田谷区 03-5787-3751

城西ブロック

新宿区支部 新宿区 03-3361-7171
渋谷区支部 渋谷区 03-3797-3334
杉並区支部 杉並区 03-3311-4937
中野区支部 中野区 03-3387-5977

城北ブロック

豊島区支部 豊島区 03-3984-2977
北区支部 北区 03-5390-2202
板橋区支部 板橋区 03-3579-4900
練馬区支部 練馬区 03-3992-1248

多摩ブロック

武蔵野中央支部 武蔵野市、三鷹市、小金井市 0422-26-5891

北多摩支部 小平市、東村山市、西東京市、
清瀬市、東久留米市 042-467-3188

立川支部 立川市、東大和市、
武蔵村山市、昭島市 042-548-1251

国分寺国立支部 国分寺市、国立市 042-323-4900

西多摩支部 西多摩郡、青梅市、福生市、
あきる野市、羽村市 0428-24-1005

調布狛江支部 調布市、狛江市 042-482-1782
府中稲城支部 府中市、稲城市 042-333-8881
南多摩支部 日野市、多摩市 042-372-8620
八王子支部 八王子市 042-625-1341
町田支部 町田市 042-723-1351

東京都宅建協会は、
東京のまちづくりに貢献しています

●東京都宅建協会【32支部のご案内】  https://www.tokyo-takken.or.jp/shibu.html

●東京都宅建協会・32 支部電話番号

　公益社団法人東京都宅地建物取引業協会は、東京都内の約 1 万 6,000 名の 
不動産業者が加入する不動産業界団体です。本部と 32 支部があり、東京都・
各区市町村に協力して、住みやすいまちづくりに貢献しています。

14



専用電話

東京本部

宅建協会に加盟する不動産業者は、
“安心”・“安全”をモットーに、
良質な住まいの提供に努めています。

ハトマークは
「安心と信頼」のマークです。

安心のしるし
ハトマーク

※全国 47 都道府県宅建協会のシンボルマーク。 2 羽のハトは、
「会員業者と消費者の信頼と繁栄」を意味しています。 赤は太陽、
緑は大地、白は取引の公正を表します。

information

公益社団法人東京都宅地建物取引業協会は
不動産相談所を常時開設しています

法律相談：第1・第3水曜日 午前10時～午後3時 （来所相談のみ）
＊文書・メールでのご相談は受け付けておりません。＊相談日によっては
電話がかかりにくい場合、また来所していただいてもお待ちいただく場合
がございます。あらかじめご了承ください。

東京都宅建協会／全宅保証東京本部 
不動産相談所のご案内
●�アパートを貸すとき・借りるとき、マンションを

売るとき・買うときなどの相談に応じています。
●弁護士による専門相談（予約制）も行っています。

03-3264-8000

一般相談

専門相談
（予約制）

東京都千代田区富士見 2-2-4 
東京不動産会館 7 階

月曜日～金曜日（祝日は除く）午前10時～午後3時
※電話相談、来所相談（予約制）。 来所相談の場合は午後2時までにお越
しください。
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Spot1

Spot2

調布市武者小路実篤記念館の外観
［提供：調布市武者小路実篤記念館］

晩年を過ごした邸宅の書斎（左）と庭（現・実篤公園）

名主だった漱石の父
が名付けた「夏目坂」

地下鉄「早稲田駅」近く
にある漱石誕生之地碑

漱石山房と呼ばれた住居の書斎を
再現した「新宿区立漱石山房記念館」

東●京●景●観  

東京暮らし応援マガジン「Hato-san」Vol.7　2020年 7月27日発行
発行所　公益社団法人 東京都宅地建物取引業協会／公益社団法人 全国宅地建物取引業保証協会東京本部
発行人　瀬川 信義　〒102-0071 東京都千代田区富士見 2-2-4 東京不動産会館
編集人　谷 雄介　TEL. 03-3264-7041　FAX. 03-3264-7047　https://www.tokyo-takken.or.jp/
©公益社団法人 東京都宅地建物取引業協会

2020
文豪の愛した東京

文豪が若い世代を中心にブームになっています。文豪が登場する漫画
はアニメやゲーム、舞台化などの影響が大きいようで、これを機会に
作品を初めて読む人も増えています。新たな読書体験で時代のこれか
らに思いを巡らせるのもよいかもしれません。今回は東京にゆかりの
文豪２人の世界を追体験できる場所を紹介します。

　
明
治
時
代
を
代
表
す
る
国
民
的
文
豪
・
夏
目
漱
石
は
現
在
の
新
宿

区
喜
久
井
町
の
生
ま
れ
。
実
家
は
裕
福
な
江
戸
時
代
か
ら
の
名
主
で

し
た
が
、
家
庭
の
事
情
か
ら
養
子
に
出
さ
れ
、
そ
の
養
父
母
が
離
婚
。

さ
ら
に
実
父
と
養
父
の
諍
い
が
起
こ
る
な
ど
波
乱
の
幼
少
期
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ま
た
神
経
衰
弱
や
胃
潰
瘍
な
ど
、
長
年
の
体
調
不
良
に
悩

ま
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
験
が
人
間
の
内
実
を

え
ぐ
り
出
す
描
写
力
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
漱

石
は
人
気
作
家
と
な
っ
て
か
ら
も
若
手
作
家
へ
作
品
の
感
想
を
ま
め
に

評
し
た
手
紙
を
多
く
送
っ
て
い
た
な
ど
、
後
進
を
育
て
る
教
育
者
と
し

て
も
非
常
に
熱
心
で
し
た
。
自
宅
に
は
漱
石
を
師
と
慕
う
作
家
の
卵
や

学
者
な
ど
が
常
に
訪
れ
、
そ
こ
か
ら
毎
週
木
曜
に
開
催
さ
れ
て
い
た
議

論
会
合
「
木
曜
会
」
が
生
ま
れ
、
の
ち
に
「
漱
石
山
脈
」
と
呼
ば
れ
る

多
く
の
作
家
や
知
識
人
を
輩
出
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
今
な
ら
「
オ

ン
ラ
イ
ン
木
曜
会
」
を
催
し
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
に
つ
い
て
語
り
合
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
漱
石
が
亡
く
な
る
ま
で
の
晩
年
９
年
間
を
過
ご

し
た
住
居
は
「
漱
石
山
房
」
と
呼
ば
れ
、
生
誕
地
に
近
い
早
稲
田
の

一
角
の「
漱
石
山
房
記
念
館
」に
は
書
斎
な
ど
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
漱
石
か
ら
も
一
目
置
か
れ
て
い
た
の
が
武
者
小
路
実
篤
で
し

た
。
実
篤
は
明
治
18
（
１
８
８
５
）
年
東
京
市
麹
町
区
、
現
在
の
千

代
田
区
に
江
戸
時
代
か
ら
続
く
公
家
の
家
系
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
学

習
院
中
等
学
科
時
代
に
知
り
合
っ
た
志
賀
直
哉
ら
と
同
人
雑
誌
「
白

樺
」
を
創
刊
。
以
後
小
説
の
み
な
ら
ず
戯
曲
や
詩
、
絵
画
な
ど
の
創

作
を
続
け
ま
し
た
。
文
学
作
品
と
し
て
は
、
人
間
と
し
て
の
理
想
を

追
求
し
続
け
、
そ
の
思
い
は
や
が
て
、
生
き
る
た
め
の
仕
事
と
個
性

の
両
立
を
目
指
す
「
新
し
き
村
」
構
想
と
な
り
、
支
持
者
と
と
も
に

宮
崎
県
で
そ
れ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
実
篤
は
村
を

離
れ
、
執
筆
活
動
は
主
に
東
京
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
晩
年
20

年
は
「
水
が
湧
く
、
土
器
が
出
る
、
土
筆
の
生
え
る
」
場
所
を
条
件

に
求
め
た
調
布
市
の
邸
宅
、
現
・
実
篤
公
園
（
武
者
小
路
実
篤
記
念

館
の
隣
接
地
）
に
夫
人
と
２
人
で
静

か
に
過
ご
し
ま
し
た
。
理
想
を
求
め

続
け
た
実
篤
の
世
界
観
は
あ
ら
た
め

て
、
今
の
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
の

新
し
い
世
界
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夏
目
漱
石

　
―
隆
々
た
る
日
本
文
学
山
脈
の
隆
起
点

武
者
小
路 

実
篤

―
人
間
ら
し
い
生
活
を
提
唱
実
践
し
た
理
想
主
義
者

［協力：新宿区立漱石山房記念館 tel.03-3205-0209］

［協力：調布市武者小路実篤記念館 tel.03-3326-0648］


